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１ 会社概要
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２ 会社事業概要
Web、オープンソース、クラウドに強みを持つデジタル地図のスタートアップ企業。2019年設立。

「物理世界とデジタル世界をリンクしオープン＆フラットな社会をつくる」をビジョンに掲げる。

地理空間情報の重要性が増していく世界の中で、最新の技術を用いた課題解決を行う。スマートシ
ティー、不動産、物流、ドローン、ロボット向けのデジタル地図を提供している。

国土地理院パートナー、国連オープンGISイニシアティブのメンバーで、ウェブ地図提供事業、ス
マートシティ向けの地理空間データ基盤を提供している。

法人名 株式会社Geolonia

所在地 [東京] 東京都渋谷区道玄坂1丁目10番8号 渋谷道玄坂東急ビル2F−C
[広島] 広島県尾道市土堂2丁目10−24 ONOMICHI SHARE 

代表者名 代表取締役 宮内 隆行

問い合わせ先 事業企画部 西川伸一
TEL: 03-6824-4290 
MAIL: hello@geolonia.com



３ 事業のコンセプトと概要
• 課題

• デジタル・データを活用できない。市民・民間企業がデジタル領域で協働できない

• 尾道市における有効なデータ戦略、デジタル施策の方針策定と検証が急務

• 事業概要
• 自治体が保有するデータをデジタル地図化することで、Society 5.0 に向けた新しい行政サー

ビスのありかたを検証し、データ政策の有効性を実証する

• 実施内容
• 子育てをテーマとした、デジタル地図の作成と活用方法の検討

• 子育て世帯職員を対象としたワークショップの開催

• ワークショップから創出されたアイディアの整理・選定
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４ 事業の詳細（地図開発）
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尾道市にてサービス提供を行っている「おのはぐby母子モ」の子育て支援に関す
るデータを地図上に表示させ、尾道市地理空間データ基盤の可能性を示した

• 尾道市の子育てに必要な情報を一目でチェックできるアプリ。
• 妊娠から出産、子育てまでをフルサポート。
• 日々の記録や、大切な思い出の保存、予防接種のスケジュー

ル管理など、お住まいの地域周辺の医療機関、公園、幼稚
園・保育園等の施設を簡単に検索することが可能。

【子育て支援アプリ「おのはぐby母子モ」】

データを利用してデジタル地図を作成

地理空間データ基盤の活用可能性を示す



４ 事業の詳細
（地理空間情報の活用方法の検討）

尾道市重点取り組み確認 ワークショップ実施 サービス実現に向けた整理

• 尾道市としての都市計画や将来像、
取り組みの方向性などを確認し、
地理空間情報を活用して取り組む
べき

• 尾道市職員を複数名集めて、尾道
市において重点的に取り組むべき
領域における地理空間情報を活用
したサービスアイデアの創出を行
う

• ワークショップにて創出されたア
イディアをプラッシュアップして
精緻化し、実現に向けたアクショ
ンプランを作成する

概要

イン
プット

アウト
プット

尾道市の取り組みから地理空間情報の活用領域を特定し、ワークショップを通し
てサービスアイディアの具体化、実現に向けた整理までを行った

• 尾道市まちづくりや取り組みに関
する公示情報

• 地理空間情報活用事例一覧

• 地理空間情報を活用すべき尾道市
重点取り組み領域

• 地理空間情報を活用すべき尾道市
重点取り組み

• 地理空間情報を活用したサービス
アイディア一覧

• 地理空間情報を活用したサービス
アイディア一覧

• 尾道市として実現すべきサービス
• サービス実現に向けたアクション
プラン

【全体アプローチ】



４ 事業の詳細
（地理空間情報の活用方法の検討）
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政策化・
事業化
ステップ

検討フェーズ

政策・事業執行 政策・事業評価政策・事業目的 政策・事業手段 政策・事業決定

• ニーズやアイデア、
課題の収集・整理
(例：ワークショッ
プでのアイデア・
課題について、問
題特定、公共性、
必要性の検討 等)

• 上記踏まえたアプ
ローチの判断

• 手段の探索・発想、
ステップの検討(施
策内容や他取組と
の連携などアプ
ローチ)

• 手段の選定 (有効性、
経済性、効率性等
の観点)

• 目標等の設定
• 予算要求・査定

• 関係者了解
• 内部決裁 (部局内、
財務部局、法規担
当等関連部門、市
長の了解)

• 必要に応じ議会で
の言及や議決

• 執行体制の整備
• 執行手順の整理
• 政策周知
• 執行

• 執行状況の事後評
価

課題認識 評価立案 実施

予算化

(当初・補正)
• 予算編成
• 財務部局査定
• 市長査定
• 議会での承認

アイデアの整理
政策に落とし込む
アイデアの選定

具体的な
アクションプランの提示

ワークショップ実施取組の方向性を確認

• 創出された複数のアイデ
アについて、ブラッシュ
アップを行い、サービス
内容や使用技術、ター
ゲットなどを整理する

• 整理結果から、解決でき
る課題や尾道市が取り組
む意義などを検討し、政
策に落としむべきアイデ
アを選定

• 政策を実施するまでの立
案フェーズにおける具体
的なアクションプランを
策定

• 尾道市職員を複数名
集めて、サービスア
イデアの創出を行う

• 尾道市の重点取り組
みを確認し、地理空
間情報を活用して展
開すべきサービスを
検討する

【アイデア実現までのステップ理解】

自治体の政策実現ステップにおける課題認識の取り組みであり、新規サービスを
立案につなげるためのアプローチおよびアクションプランの作成を行った

細分化



５ 事業の結果（地図開発）
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https://geolonia.github.io/onomichi-
smart-map/

おのはぐby母子モにあるデータを地図上に表示して、尾道市スマートマップのプ
ロトタイプを開発

• 地図上におむつ替えスペースや授
乳スペースなどの子育てに関連す
る施設情報を表示

• 選択した施設の営業時価や住所な
どの詳細情報を表示

https://geolonia.github.io/onomichi-smart-map/


誰もが安全・安心で快適に
住み続けられるまちづくり

魅力ある人材が育ち、地域
に愛着と誇りを持てるまち

づくり

５ 事業の結果
（地理空間情報の子育て支援活用）
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尾道市
重点取り組み

ワーク
ショップ

サービス実現
に向けた整理

【尾道市取り組みの理解】

元気あふれ 人がつながり 安心して暮らせる

～誇れるまち『尾道』～

産業の活力があふれ、交流
と賑わいが生まれるまちづ

くり

「誰もが安全・安心で快適に住み続けられるまちづくり」において、地理空間情
報を活用した子育て支援サービスにフォーカスを当てて検討した

都市像

• 現在のペースだと、設定した令和8年度の人口
目標を達成が難しい

• 社会の変化に伴って子どもと子育て家庭を取
り巻く問題が顕在化している

地理空間情報を活用した
新たな子育て支援サービスを検討

• ICT活用を進めて、保育・子育て支援サービス
を展開し、安心して子どもを産み育てられる
環境を整備する取り組みを進めていきたい

課題 方向性

アイデア
の整理

アイデア
の選定

アクショ
ンプラン

ワーク
ショップ

取組の方
向性



５ 事業の結果
（地理空間情報の子育て支援活用）
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地理空間情報を活用した子育て支援サービスのワークショップを実施し、アイ
ディアの創出を行った

日常の生活シーン
と困りごとの想像

ニーズ導出
解決ストーリー
アイディアの創出

アイディアの深堀
と具体化

アイディアの整理

• 子育てにおける日常
において、どういっ
た生活シーンで困り
ごとがあるか想像し、
困りごとをリスト化
する

• 困りごとからなぜ
困っているのかを深
堀し、元にあるニー
ズの導出を行う

• 困りごとの解決や
ニーズに応えるため
に、どういった地図
アプリがあれば良い
かを検討する

• ストーリーアイディ
アにさらに地図機能
を追加し、アイディ
アを発展させる

• アイディアの中から
「面白い」、「ビジ
ネスになる」、「地
図として新しい」と
いう観点で投票し、
アイディアの観点別
整理を行う

アイデア
の整理

アイデア
の選定

アクショ
ンプラン

ワーク
ショップ

取組の方
向性

尾道市
重点取り組み

ワーク
ショップ

サービス実現
に向けた整理



５ 事業の結果
（地理空間情報の子育て支援活用）
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最終的に、地理空間情報を活用した8つの子育て支援サービスを創出した

アイデア
の整理

アイデア
の選定

アクショ
ンプラン

ワーク
ショップ

取組の方
向性

尾道市
重点取り組み

ワーク
ショップ

サービス実現
に向けた整理

面白い、好き

ビジネスになる

地図として新しい

子育て支援領域以
外でも活用可能な
ものも多く、地理
空間情報を活用す
ることで複数領域
でサービス展開が
可能であることが

わかった

整理対象 整理対象

整理対象



５ 事業の結果
（地理空間情報の子育て支援活用）
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最終的に、地理空間情報を活用した8つの子育て支援サービスを創出した

アイデア
の整理

アイデア
の選定

アクショ
ンプラン

ワーク
ショップ

取組の方
向性

尾道市
重点取り組み

ワーク
ショップ

サービス実現
に向けた整理

面白い、好き

ビジネスになる

地図として新しい

子育て支援領域以
外でも活用可能な
ものも多く、地理
空間情報を活用す
ることで複数領域
でサービス展開が
可能であることが

わかった



５ 事業の結果
（地理空間情報の子育て支援活用）
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得票数の多かった3つのアイディアをベースに、アイディアの統合やブラッシュ
アップを行った

投票結果

サービス名 サービス内容
①面白い、
好き

②ビジネ
スになり
そう

③地図と
して新し
い

合計

家庭の余った食品活用
• 家庭の余った食品を回収ロボが回収し、必要な場所に

届ける
3 0 9 12

地図上への街の機能表示

• 地図上にプロットして市民からのコメント・閲覧可能
（子ども向け商品の販売の有無等）

• 地図上の施設への移動手段（ベビーカーでいけるか等。
市民の方の実績から積み上げ）

8 0 4 12

子ども・高齢者乗合バス

• 見守りの大人が乗った乗合バス
• 市内の子どもが集まるスポットと住宅街を周遊
• 保護者も乗ることが可能
• 高齢者の乗車も可能であり、乗客同士で子どもの面倒

を見る
• 送迎先の場所を階層も合わせて表示
• 子どもが触れるタブレットを常備
• 物・食品の交換スペースも設ける

4 7 1 12

アイデア
の整理

アイデア
の選定

アクショ
ンプラン

ワーク
ショップ

取組の方
向性

尾道市
重点取り組み

ワーク
ショップ

サービス実現
に向けた整理



５ 事業の結果
（地理空間情報の子育て支援活用）
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3つのアイディアについて、ターゲットや課題、技術的実現性や投資など、自治
体のサービスとして実現に必要な観点で整理を行った

アイデア
の整理

アイデア
の選定

アクショ
ンプラン

ワーク
ショップ

取組の方
向性

尾道市
重点取り組み

ワーク
ショップ

サービス実現
に向けた整理

アイディア ターゲット 解決できる課題
行政として
取り組む意義 技術的な実現性 必要な投資

家庭の余った食
品活用

地図上への街の
機能表示

子ども・高齢者
乗合バス

• 子育て世帯
• 移住してきた家族
• 地域の施設やサー

ビスを利用したい
と考えている市民

• 子育て世帯
• 移住してきた家

族
• 地域の施設や

サービスを利用
したいと考えて
いる市民

• 子育て世帯
• 移動が困難な高

齢者
• 地域のイベント

や施設を利用し
たいと考えてい
る市民

• 家庭から出る食品
ロスの削減

• 食品が不足してい
る個人や団体への
支援

• 環境不可の軽減

• 食品ロス削減を通
じた環境保護政策
の推進

• 食品支援を通じた
食糧不足を解消

• 自動運転技術やロ
ボティクスを利用
した回収システム

• 食品の種類、数量、
賞味期限などを管
理する技術

• ロボットおよび自動
運転システムの技術
開発費。

• 食品の安全を確保す
るための検査設備や
システムの導入費

• 子育て支援施設や
サービスの情報の
アクセス性

• 地域内の移動手段
やアクセシビリ
ティに関する情報
不足

• 子育て世帯の生活
の質の向上

• 市民の地域サービ
スへのアクセス性
向上

• 既存のGIS技術を利
用可能

• ユーザーからのコ
メント追記や閲覧
機能は、既存の
Web技術で実装可
能

• GISシステム開発費
用

• 施設情報の初期収集
および定期的な更新
作業に関わる人件費

• システム運用・保守
費用

• 子どもや高齢者の
安全な移動手段の
不足

• 地域内の移動にお
ける障壁の解消

• 安全で便利な公共
交通の提供

• 高齢者と子育て世
帯の交流の場の提
供

• 車両の確保と運転
手の雇用

• タブレット等のデ
ジタルデバイスを
利用した予約シス
テムや情報提供
サービスの導入

• 乗合バス車両の購入
またはリース費用

• 運転手やサポートス
タッフの人件費

• デジタルデバイスお
よびシステムの開
発・導入費用



５ 事業の結果
（地理空間情報の子育て支援活用）
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技術的実現性および必要な投資という観点から、「地図上への街の機能表示」と
「子ども・高齢者乗合バス」を実現対象と仮定した

アイデア
の整理

アイデア
の選定

アクショ
ンプラン

ワーク
ショップ

取組の方
向性

尾道市
重点取り組み

ワーク
ショップ

サービス実現
に向けた整理

アイディア ターゲット 解決できる課題
行政として
取り組む意義 技術的な実現性 必要な投資

家庭の余った食
品活用

地図上への街の
機能表示

子ども・高齢者
乗合バス

• 子育て世帯
• 移住してきた家族
• 地域の施設やサー

ビスを利用したい
と考えている市民

• 子育て世帯
• 移住してきた家

族
• 地域の施設や

サービスを利用
したいと考えて
いる市民

• 子育て世帯
• 移動が困難な高

齢者
• 地域のイベント

や施設を利用し
たいと考えてい
る市民

• 家庭から出る食品
ロスの削減

• 食品が不足してい
る個人や団体への
支援

• 環境不可の軽減

• 食品ロス削減を通
じた環境保護政策
の推進

• 食品支援を通じた
食糧不足を解消

• 自動運転技術やロ
ボティクスを利用
した回収システム

• 食品の種類、数量、
賞味期限などを管
理する技術

• ロボットおよび自動
運転システムの技術
開発費。

• 食品の安全を確保す
るための検査設備や
システムの導入費

• 子育て支援施設や
サービスの情報の
アクセス性

• 地域内の移動手段
やアクセシビリ
ティに関する情報
不足

• 子育て世帯の生活
の質の向上

• 市民の地域サービ
スへのアクセス性
向上

• 既存のGIS技術を利
用可能

• ユーザーからのコ
メント追記や閲覧
機能は、既存の
Web技術で実装可
能

• GISシステム開発費
用

• 施設情報の初期収集
および定期的な更新
作業に関わる人件費

• システム運用・保守
費用

• 子どもや高齢者の
安全な移動手段の
不足

• 地域内の移動にお
ける障壁の解消

• 安全で便利な公共
交通の提供

• 高齢者と子育て世
帯の交流の場の提
供

• 車両の確保と運転
手の雇用

• タブレット等のデ
ジタルデバイスを
利用した予約シス
テムや情報提供
サービスの導入

• 乗合バス車両の購入
またはリース費用

• 運転手やサポートス
タッフの人件費

• デジタルデバイスお
よびシステムの開
発・導入費用

実現対象アイディア



５ 事業の結果
（地理空間情報の子育て支援活用）
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民間事業者へのヒアリングによる技術的実現性の評価を通して、政策内容の具体
化・事業計画の作成を行う

アイデア
の整理

アイデア
の選定

アクショ
ンプラン

ワーク
ショップ

取組の方
向性

尾道市
重点取り組み

ワーク
ショップ

サービス実現
に向けた整理

※カッコ内は折衝先のステークホルダーを示す

政策・事業手段 政策・事業決定

立案

予算化

※上記は一般的な進め方であり、
実際は貴市の進め方に沿う

政策内容の
具体化・推進

• 課題の深堀を実施し、政
策内容を詳細化

• 事業化に向けたサービ
ス展開ステップ検討

• 事業計画を作成

• 事業計画からコスト算
出

• 予算書作成・提
出

• 仕様書作成

• 公募発表

• 財政課との協
議

• 内部了解
(部局内、法規部
局、市長等)

• サービス説明・周知(市民)

• 事業者ヒアリングを実施し、技術的実現可能性評価(事
業者)

技術的実現性

座組構築

社会受容性・
プレゼンス向上

• 協業先タッピング・候補選定(事業者)

• 内部協議(庁内関連部署)

• 協業先選定(事業者)

• 必要に応じ対話・協議(市民)

• 内部体制検討(庁内関連部署)

ルール・制度面
• 必要な規制対応の整理(規制当局等)
• 運用上のルール検討・策定(庁内関連部署)

実現に向け、ルール・制度面、
技術面、座組、受容性に関す

る検討ポイントを導出

• 政策目標の設定

検討ポイントに応じて、関連する内外
のステークホルダーと調整

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
折
衝※

【アクションプラン案】



６ 今後の展望
（システム全体イメージ）
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地理空間データ基盤を活用することで、自治体や民間などが保有するデータを活
用して、地図をハブとした複数サービスへの展開が可能になると考えている

市民作成データ

SNS センサー

国保有データ

人口 環境

民間保有データ

人流 交通

自治体保有データ

地域 施設

子育て 医療・福祉 移動・交通 防災

データ

データ
連携
基盤

サービス
例

地理空間データ基盤

API

AI

AI

API

… … … …

行政

子育て支援サービ
スの実現が可能

行政業務の効率
化が実現可能

AIによりデータメンテナン
ス不要で自動取得可能



６ 今後の展望（活動の方向性）
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1. 地図への可視化によって情報が地理と紐づけて見やすくなり、市民へ

の新しいサービスや情報提供方法についての議論が活発化した。

 市民向けの情報配信サービスとしても機能することが見込めることか

ら、よりわかりやすい公開型のGIS機能として拡充を行う。

2. ワークショップでは、他事業者とのデータ連携が必要なユースケース

がいくつか出てきた。

 地図やデータを配信するための API機能の拡充を行う。

例）子ども・高齢者乗合バスを実現する場合、バスAPIが必要。APIを

通して、更なるユースケースの創出が見込める。

本事業を通した活動の方向性として、市民向け情報配信としてよりわかりやすい
公開型GIS機能の拡充と活用領域を拡げるための、API機能の拡充を行っていきた
い
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